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女性部だより

今

日も倖せ　　　　　 明日も倖せ

JA中標津女性部

　３月20日、JA事務所大会議室にて、第62回女性部通常総会が、総会出席46人（う
ち委任状17名）のもと行われました。
　役員も２年目を迎え、やる気十分。26年度で得た経験と知識を活かして頑張っ
ていきます。47名総活躍!!



動
感
の
あ
る
１
年
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。」
と
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。
来
賓
の
方
々
か
ら
は
、
雪
害
の
話

題
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
・
農
業
情
勢
に
も
、
女
性
の
目
線
で
ア

イ
デ
ア
や
工
夫
に
つ
な
が
る
活
動
を
し
て
い
っ
て
欲

し
い
な
ど
の
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
長
は
、
井
上
順
子
さ
ん
（
開
陽
）
と
飯
島
洋
子

さ
ん
（
当
幌
）
が
選
出
さ
れ
議
事
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
収
支
決
算
報
告
、

平
成
27
年
度
事
業
計
画
案
お
よ
び
収
支
予

算
案
、
賦
課
金
と
徴
収
方
法
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
平
成

27
年
度
の
事
業
計
画
案
で
は
、
部
員

減
少
と
い
う
結
果
か
ら
、
執
行
部
は

今
後
ど
の
よ
う
に
活
動
し
て
い
く
の

か
な
ど
の
質
問
が
相
次
ぎ
、
執
行
部
は

地
区
女
性
協
で
話
し
合
わ
れ
た
内
容
を
盛

り
込
み
つ
つ
、
回
答
す
る
場
面
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

　

閉
会
の
挨
拶
は
副
部
長
の
花
川
環
さ
ん

（
協
和
）
が
務
め
、
２
年
目
の
体
制
と
な
り

今
年
も
一
丸
と
な
っ
て
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
け
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
く
旨
の
内
容

で
挨
拶
が
あ
り
、
総
会
は
無
事
終
了
い
た

し
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
藤
井
部
長

か
ら
、「
１
月
に
行
わ
れ
た

新
年
会
が
終
わ
っ
た
頃
か

ら
、
毎
週
末
、
例
年
ま
れ
に

見
る
大
雪
に
見
舞
わ
れ
、
と

て
も
大
変
な
日
々
を
過
ご
さ

れ
た
か
と
思
い
ま
す
。
今
年

度
の
女
性
部
は
、
部
員

数
が
と
う
と
う
50
名
を
き
り
、
47
名
と
言
う

体
制
で
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。
少
し

寂
し
い
気
持
ち
も
あ
り
ま
す
が
、
離
れ

て
い
っ
た
部
員
や
新
規
就
農
や
お
嫁

に
来
た
女
性
に
声
を
か
け
、
部
員
増

加
に
つ
な
げ
て
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。

誰
か
１
人
の
女
性
部
で
は
な
く
、
47
名

皆
の
女
性
部
で
あ
り
た
い
。
今
年
度
も
躍

　３月20日、ＪＡ事務所大会議室にて、第62回女性部通常総会が、
総会出席46人（うち委任状17名）のもと行われました。
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総会出席46人（うち委任状17名）のもと行われました。

今
日

も倖せ 明日も倖
せ

執行部

第62回女性部通常総会

支部理事

質疑応答
小出公子さん

閉会挨拶
花川環



　畠山会長の力強
い開会挨拶により、
総会が始まりまし
た。総会の内容は
例年通りでしたが、
農協改革・ＴＰＰ
の問題は私たちに
とって重大な課題
であり、単組でも
取り組む必要があ
ると思いました。今年度は役員の入れ替えが有り、藤井
が地区女性協の監事となりました。
　総会終了後、イタリア・ミラノで開催された「ミラ
ノ国際博覧会」へJAグループが「折り鶴プロジェクト」
と題し、東日本大震災復興支援への感謝の気持ちを込め
て、全国で７万羽のうち
北海道で600羽を参加者
全員で１羽ずつ折りま
した。

（記＝藤井直雄美）

　ハッシュドビーフの上に、水切りヨーグル
トは新しい発見！サラダ、スープにはさける
チーズをさいたり輪切りにして料理に使いま
した。デザートにはほうじ茶プリン♥他JA
の フ レ ッ
シュミズの
方々と交流
ができ、充
実した時間
となりまし
た！
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　釧路の教育大生の受入を行いました。将来、教師になる
かもしれない20歳前後の青年達。
食の大切さ、楽しさを子供達
に伝えてもらいたいなと思
いながら対応しました。と
にかく賑やかで元気な青年
達に「頼むよ～～。」とい
う感じです。

　寿宴にてランチパーティーが行われました。根室地
区青協・地区酪対がいろいろな食材で地域のおいしい
ものをアピール、私
達は「コツコツミル
ク」と「ミルクもち」
を提供しました。た
くさんの来場者も、
お腹いっぱい食べ
てにぎわっていまし
た。

第59回根室地区女性協議会通常総会

北海道教育大釧路校 乳製品加工体験

フレッシュミズ管内交流会

北海道をもっともーっと食べよう ランチパーティー

3/26

5/30

5/28

11/28



4

　中央会や厚生連主催の介護講習に出席したのは２回
目です。今回もう一度介護を少し勉強してみようかと
思いました。前半は介護の相談窓口とか、介護する人
の心のケアなどを話し、介護する人は、一人がちにな
る人が多く疲れてしまうので、友達などに相談をして、
心の負担を少しでも軽くする事が大切だと話していま
した。この講習に参加
された方の中にも介護

経験者がおり、「そのとおり。」と言っていました。後半は今回は介護す
る側とされる側２組にわかれて実践を行いました。１．シーツの交換、２．
ベッドから起こす事、３．パンパースの取扱い。前の講習では、１と２
を勉強したのですが、少しうろ覚えで、今回パンパースの取扱を実践で
勉強することが出来たのですごくよかったです。

　朝の牛舎仕事を終え、千歳経由で伊丹空港へ。２時30分より
ミルクランド北海道フェアの売り場で、イオングループのプラ
イベートブランド（PB）トップバリュの「根室・釧路地区限定
生乳100％使用北海道牛
乳」の販売と、ストリン
グチーズ・カマンベール

チーズの販売を行いました。北海道の酪農家を代表して販売。6,500
戸余りの酪農家の代表だと思うと、責任を感じました。試飲され
た方には、美味しいと言ってもらえ嬉しかったです。

　ジョイライフ2016年２月号の裏面に、
根室地区女性協議会より、ジョイライフ
に掲載されている商品を使って、レシピ
を提供して欲しいとの依頼があり、この
度対応させていただきました。毎年年末
にとりまとめている大豆をつかって、マ
リネを作ってみましたので、皆様是非参
考になさって下さい。

　

南
ド
イ
ツ
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
ハ
イ
デ
ル

ベ
ル
ク
、
フ
ュ
ッ
セ
ン
、
ロ
ー

テ
ン
ブ
ル
ク
の
地
を
訪
れ
ま
し

た
。
11
月
下
旬
の
ド
イ
ツ
は
冬

至
前
で
雨
や
雪
の
日
が
多
く
、

天
候
に
は
恵
ま
れ
な
か
っ
た
も

の
の
、
全
道
か
ら
集
ま
っ
た
９

名
の
女
性
た
ち
と
の
旅
は
、
と

て
も
楽
し
く
有
意
義
で
し
た
。

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
胃
袋
と
言
わ
れ

る
ヴ
ィ
ク
ト
ア
リ
エ
ン
市
場
、

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
農
業
推
進
団
体

の
ナ
チ
ュ
ア
ラ
ン
ド
、
ズ
ッ
ト

ツ
ッ
カ
ー
製
糖
工
場
、
フ
ァ
ー

ム
ス
テ
イ
受
入
農
家
、
バ
イ
オ

ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
（
家
畜
糞
尿
処
理
施

設
）、
バ
ー
デ
ン
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル

ク
州
農
民
組
合
の
視
察
を
し
て
き
ま

し
た
。

　

ド
イ
ツ
は
Ｅ
Ｕ
の
中
で
も
最
大
の

農
業
国
で
あ
り
、
国
と
Ｅ
Ｕ
の
手
厚

い
保
護
の
元
で
力
強
く
農
業
を
営
ん

で
い
ま
す
。
中
世
の
面
影
そ
の
ま
ま

の
街
並
み
、
有
名
な
観
光
地
で
あ
る

ノ
イ
シ
ュ
ヴ
ァ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城

や
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
古
城
も
訪
れ

ま
し
た
。滞
在
中
は
、ソ
ー
セ
ー
ジ
・

チ
ー
ズ
・
ワ
イ
ン
・
ビ
ー
ル
・
じ
ゃ

が
い
も
・
き
ゃ
べ
つ
・
豚
肉
な
ど
の

料
理
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
ず
れ

も
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ
り
、
食
べ
き
れ

な
い
程
で
し
た
。

　

日
本
か
ら
飛
行
機
で
11
時
間
、
多

く
の
国
と
隣
り
合
う
ド
イ
ツ
、
日
本

で
の
生
活
と
の
違
い
を
身
を
も
っ
て

体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
い

ろ
い
ろ
と
ご
支
援
い
た
だ
い
た
み
な

様
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
（
記
＝
藤
井　

直
雄
美
）

根室管内家庭介護教室10/9

根室地区　部長視察研修
（大阪府 伊丹市 イオンモール）

9/28~30

ジョイライフ２月号“おしゃべりクリップ”
藤井部長の記事が掲載されました

平成27年度JA北海道女性協議会海外視察研修～ドイツ11/23~12/1
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　中標津町役場の会議室にて農
村女性講座が開催され、当農協
のほか、JA計根別、JA標津に
所属する農村女性24名が参加し
ました。前半はステンドグラス
工房 知床硝子  浅沼久美子氏を
講師に、箸置きやペンダント、

装飾プレートなどを作りまし
た。後半は座談会を行い、テー
マを決めずにテーブルごとの
メンバーで自由に意見交換。最
後は各テーブルでどのような
内容を話し合ったのか発表し

ていました。１時間たっぷりと話し合った参加者は満足そうで、後日、硝子
細工はとても素敵に焼き上がっていました。

　俵橋マルエー温泉にて、管内から多くの女性
部員が集い、研修会が行われました。当ＪＡか
らは、14名が参加者し、美容を主にした内容に
皆さん満足し
ているようでし
た。参加者の声
を募りましたの
で、ご紹介いた
します。

奧田　美晴　いままでは適当に済ませていたスキンケアでし
たが、今回の講座で”する事の意味・理由”を教えて頂き、考えが
変わりました。酵素については、何も知らなかったので、これか
ら参考にしたいと思います。初めて参加した根室地区女性部研
修会、他の参加者の皆さんと色々お話できて、とても良い時間
が過ごせました。

飯島　洋子　酵素についてのお話、とても興味深く聞くこと
が出来ました。今回は簡単な酵素についてのお話で、足りない
所をサプリメントで補う事が出来るとの事でしたが、講義の途
中、食品からも酵素を補えると、例をあげて説明してくれまし
た。中標津で作っている野菜（大根おろし）からもその酵素を
補える事がわかり、もっと（サプリメントではなく）食事から取り
入れられる方法を勉強出来る機会があったらいいなぁ～と思い
ました。

鈴木由佳子　洗顔の方法、温度（32℃以下）、クレンジング
はとにかく優しく洗う、手を当てる、ゴシゴシ洗わない。毎日毎
日のスキンケア。夜は疲れ切ってて短時間で済ませてしまってま
すが、改めてお手入れの大切さを知り、とっても勉強になりまし
た。今夜からできること…。早速スキンケアに取り入れたいと思
います。参加して良かったです!!

　

南
ド
イ
ツ
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
ハ
イ
デ
ル

ベ
ル
ク
、
フ
ュ
ッ
セ
ン
、
ロ
ー

テ
ン
ブ
ル
ク
の
地
を
訪
れ
ま
し

た
。
11
月
下
旬
の
ド
イ
ツ
は
冬

至
前
で
雨
や
雪
の
日
が
多
く
、

天
候
に
は
恵
ま
れ
な
か
っ
た
も

の
の
、
全
道
か
ら
集
ま
っ
た
９

名
の
女
性
た
ち
と
の
旅
は
、
と

て
も
楽
し
く
有
意
義
で
し
た
。

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
胃
袋
と
言
わ
れ

る
ヴ
ィ
ク
ト
ア
リ
エ
ン
市
場
、

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
農
業
推
進
団
体

の
ナ
チ
ュ
ア
ラ
ン
ド
、
ズ
ッ
ト

ツ
ッ
カ
ー
製
糖
工
場
、
フ
ァ
ー

ム
ス
テ
イ
受
入
農
家
、
バ
イ
オ

ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
（
家
畜
糞
尿
処
理
施

設
）、
バ
ー
デ
ン
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル

ク
州
農
民
組
合
の
視
察
を
し
て
き
ま

し
た
。

　

ド
イ
ツ
は
Ｅ
Ｕ
の
中
で
も
最
大
の

農
業
国
で
あ
り
、
国
と
Ｅ
Ｕ
の
手
厚

い
保
護
の
元
で
力
強
く
農
業
を
営
ん

で
い
ま
す
。
中
世
の
面
影
そ
の
ま
ま

の
街
並
み
、
有
名
な
観
光
地
で
あ
る

ノ
イ
シ
ュ
ヴ
ァ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城

や
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
古
城
も
訪
れ

ま
し
た
。滞
在
中
は
、ソ
ー
セ
ー
ジ
・

チ
ー
ズ
・
ワ
イ
ン
・
ビ
ー
ル
・
じ
ゃ

が
い
も
・
き
ゃ
べ
つ
・
豚
肉
な
ど
の

料
理
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
ず
れ

も
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ
り
、
食
べ
き
れ

な
い
程
で
し
た
。

　

日
本
か
ら
飛
行
機
で
11
時
間
、
多

く
の
国
と
隣
り
合
う
ド
イ
ツ
、
日
本

で
の
生
活
と
の
違
い
を
身
を
も
っ
て

体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
い

ろ
い
ろ
と
ご
支
援
い
た
だ
い
た
み
な

様
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
（
記
＝
藤
井　

直
雄
美
）

JA根室地区女性研修会6/11

★

羽田から

羽田へ

２日目・３日目
ミュンヘン

4日目
フュッセン

5日目
ローテンブルク

6日目
7日目
ハイデルブルク

8日目
フランクフルト

Hamburg

Bremen

Hannover

Dusseldorf

Wiesbaden

Dresden

Magdeburg

Mainz

Stuttgart

Saar-
brucken

Berlin

Potsdam

「キラキラと輝くあなたであるために」
第41回北根室地区農村女性講座10/13

材料と見本

完成・焼き上がり後
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11
月
５
〜
６
日
、
札
幌
で
家
の
光
大
会
が
あ
り
、
私

と
藤
田
登
美
子
さ
ん
が
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

初
参
加
と
言
う
こ
と
も
あ
り
最
初
は
緊
張
し
て
い
た

の
で
す
が
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
緊
張
は
ほ
ぐ
れ
、

懇
親
会
の
席
で
は
近
く
の
席
の
人
達
と
仲
良
く
な
り
話

も
は
ず
み
ま
し
た
。

　

１
日
目
の
夜
の
全
体
懇
親
会
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

や
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
各
地
区
の
人
達
が
前
に
出
て
発
表
す

る
時
間
が
あ
り
、
根
室
地
区
は
カ
ラ
オ
ケ
を
披
露
。
畠

山
会
長
が
歌
う
予
定
だ
っ
た
曲
が
変
更
に
な
る
ハ
プ
ニ

ン
グ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
な
ん
と
か
無
事
発
表
を
終
え

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
展
示
は
各
地
区
、
手
の
こ
ん
だ
作
品
が
出

展
し
て
ま
し
た
。

　

中
標
津
は
全
員
で
作
っ
た
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
。
他
の
地

区
に
も
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
は
あ
り
ま
し
た
が
、
中
標
津
み

た
い
に
大
き
い
も
の
は
無
い
為
、「
何
日
で
出
来
ま
し

た
か
？
」「
こ
ま
か
い
牛
は
ど
の
よ
う
に
作
っ
て
い
る

ん
で
す
か
？
」
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
や
、
お
褒
め
の
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
初
め
て
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
良
い
経
験
と

な
り
ま
し
た
。
と
て
も
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！　
　
　
　
　
　
（
記
＝
遠
藤
美
智
子
）

第53回 JA北海道女性大会
北海道家の光大会

11/5～6

　11月５～６日、札幌シャトレーゼガトーキングダ
ムサッポロにおいて、全道からＪＡ女性部550人が
参加し、開催されました。

　

講
演
会
に
は
福
島
大
学
行
政
政
策
学
類
の
岩
崎
由
美
子
教

授
が
招
か
れ
、「
Ｊ
Ａ
女
性
部
の
役
割
と
し
て
『
つ
な
ぐ
』
が
、

キ
ー
ワ
ー
ド
。
食
と
農
を
暮
ら
し
の
視
点
か
ら
発
信
し
、
地
域

を
つ
な
ぐ
役
割
を
果
た
す
べ
き
。」
と
強
調
。
福
島
県
飯
館
村

の
女
性
達
を
事
例
に
、
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
家
の
光
」
記
事
活
用
体
験
発
表
で
は
、
最
優
秀
賞
に
輝
い

た
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
「
Ｊ
Ａ
サ
ロ
マ
女
性
部
・
鈴
木
浩
子
」

さ
ん
が
、『
私
の
【
家
の
光
】』
と
題
し
、「
ア
イ
デ
ア
や
情
報

を
得
て
、
自
分
の
財
産
に
し
て
い
き
た
い
。」
と
発
表
し
て
い

ま
し
た
。
２
日
目
、
在
宅
介
護
の
講
演
で
は
、
Ｊ
Ａ
北
海
道

厚
生
連
高
齢
者
福
祉
部
・
福
島
美
奈
子
部
長
が
講
師
を
務
め
、

「
介
護
者
が
孤
立
し
な
い
よ
う
に
、
今
か
ら
深
い
つ
な
が
り
を

も
つ
仲
間
を
作
る
こ
と
が
重
要
。
肉
親
だ
け
で
な
く
悩
み
を
共

有
す
る
第
三
者
の
仲
間
作
り
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

閉
会
前
に
は
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
か
ら
北
海
道
農
業
・
農
村
、
及
び

国
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
特
別
決

議
」
の
採
択
を
し
、
政
府
国
会
議
員

に
対
し
説
明
責
任
を
果
た
す
と
と
も

に
、
持
続
可
能
な
道
農
業
の
確
立
を

強
く
求
め
て
い
く
こ
と
と
農
業
農
村

の
役
割
な
ど
を
周
知
し
、
国
産
農
畜

産
物
に
対
す
る
支
持
と
信
頼
を
確
保

し
て
行
く
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

（
記
＝
藤
田
登
美
子
）

２日目の講師
厚生連　福島美奈子氏エコクラフトカゴ

ネクタイリメイク

帯をリメイク

羊毛フェルトのぬいぐるみ

１日目の講師
福島大学　岩崎由美子氏

木目込み壁掛け

根
室
地
区
発
表
の
カ
ラ
オ
ケ

展
示
品

エコクラフトカゴ
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今
年
度
の
北
海
道
女
性
大

会
・
家
の
光
大
会
、
Ｊ
Ａ
中

標
津
女
性
部
は
「
手
作
り
加

工
品
展
示
」
の
担
当
に
な
っ

て
お
り
、
何
を
作
ろ
う
か
春

先
よ
り
悩
ん
で
い
ま
し
た
。

前
年
度
、
こ
の
大
会
に
出
席

し
て
一
番
心
に
残
っ
た
作
品

が
、
お
隣
Ｊ
Ａ
中
春
別
女
性

部
の
「
押
し
花
」。
全
員
で

少
し
ず
つ
手
を
か
け
て
作
っ

た
作
品
に
と
て
も
感
動
し
ま

し
た
。
ひ
と
つ
決
め
て
い
た
の
は
〝
全
員
で
作
る
ひ
と
つ

の
物
〞
と
い
う
こ
と
。『
そ
れ
を
農
協
事
務
所
で
飾
れ
た

り
し
た
ら
素
敵
♥
』
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
文
化
生
活
班
に
俵
橋
の
大
西
ふ
み
江
さ
ん
が
加

わ
っ
て
く
れ
た
事
に
よ
り
（
ニ
ヤ
リ
）
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
を
作
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た

♥
（
他
力
本
願
?!
）

　

６
月
、
大
西
さ
ん
と
相
談
し
て
大
ま
か

な
図
案
作
り
。
縦
40
㎝
×
横
125
㎝
の
風
景

画
、
そ
の
下
に
中
標
津
の
農
産
物
５
種
。

風
景
画
へ
の
要
望
は
、

『
①
牧
場
風
景
（
牛

舎
、
サ
イ
ロ
）、
②

武
佐
岳
、
③
開
陽

台
を
入
れ
る
こ
と
』。

こ
の
一
番
の
大
物
を

デ
ッ
サ
ン
だ
け
書
い

て
、
俵
橋
支
部
へ

お
願
い
し
ま
し
た
。

（
ス
ミ
マ
セ
ン
；
）

　

８
月
、
役
員
会
で

絵
・
布
・
糸
な
ど
を
用
意
し
農
産
物

部
分
（
５
種
類
）
を
他
の
各
支
部
へ

の
宿
題
と
し
て
支
部
理
事
さ
ん
に
配

布
。

　

10
月
、
宿
題
の
パ
ー
ツ
が
集
ま
り
、

毎
週
水
曜
日
に
ク
レ
エ
の
研
修
室
を

借
り
て
一
生
懸
命
み
ん
な
で
縫
い
ま

し
た
。
１
枚
の
布
に
、
よ
っ
て
た
か

っ
て
縫
う
姿
は
オ
モ
シ
ロ
く
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に

風
景
画
に
は
ロ
ー
ル
や
ト
ラ
ク
タ
ー
、
仔
牛
が
増
え

た
り
と
あ
れ
や
こ
れ
や
言
い
な
が
ら
作
り
上
げ
て
い

く
の
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
そ
し
て
難
関
の

繋
げ
る
作
業
。
風
景
画
が
下
の
農
産
物
と
う
ま
く
繋
が
ら

ず
、
名
越
さ
ん
、
大
西
さ
ん
と
一
緒
に
手
直
し
を
し
ま
し

た
。
風
景
画
の
右
側
部
分
（
空
と
山
と
丘
）
が
十
数
㎝
程

伸
ば
さ
れ
、
無
事
１
枚
に
繋
が
り
ま
し
た
。

　

10
月
下
旬
に
は
落
と
し
キ
ル
ト
（
※
１
）
ま
で
終
え
、

藤
井
部
長
が
縁
の
パ
イ
ピ
ン
グ
（
※
２
）
を
し
、
11
月
２

日
に
大
西
さ
ん
が
「
年
と
月
」
を
右
下
の
端
の
方
に
刺
繍

を
入
れ
て
、
完
成
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
が
あ
ま
り
に
も
〝
の
ん
き
〞
に
し
て
い
た
の
で
周
り

の
方
は
「
大
丈
夫
な
の
?!
」
と
思
っ
て
い
た
事
で
し
ょ
う

（
笑
）。
短
期
間
で
バ
タ
バ
タ
と
仕
上
げ
ま

し
た
が
、
勢
い
が
無
け
れ
ば
出
来
ま
せ
ん

で
し
た
。
い
ろ
ん
な
材
料
で
い
ろ
ん
な
縫

い
方
を
し
て
い
て
、
ぬ
く
も
り
の
あ
る
楽

し
い
作
品
に
な
り
ま
し
た
。
最
後
に
な
り

ま
す
が
、
布
を
提
供
し
て
下
さ
っ
た
大
西

さ
ん
、
藤
井
さ
ん
、
大
量
の
刺
繍
糸
を
提

供
し
て
下
さ
っ
た
長
縄
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
全
部
員
の
皆

さ
ん
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。（

記
＝
花
川　

環
）

パッチワーク作り報告6月～10月

みんなで作ったパッチワーク

パッチワークの専門用語
※１ （モチーフの際を、表布・キルト綿・裏布の三層を重ねてしつけをかけ、固定したものを一緒に刺し縫いする手法）
※２ （バイアス布で、布端がほつれないようくるみ、始末をする手法）

デッサン

完
成
品

Ｈ26年度家の光出展の
中春別女性部「押し花」
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　“生活文化活動班”の第１
回目の活動「茶話会」を行
いました。前回は４年前の11
月22日に中堅限定で行ったき
り。今年はフレッシュミズも
参加し、広い世代の会となり
ました。昼食は一人一品持ち
より。炊き込みご飯から煮物
や漬け物デザートなど盛りだ
くさん。私が印象的だったの

が、山下智代さんのちょっと変わった「おいなりさん」。中身がご飯ではなくて、
麺つゆの味が染みた細いうどんが入っていました。美味しいものをいただきな
がら、食べなきゃいけない、喋らなきゃいけないで大忙し♥
　帰る時間まで話は止まらず、食べきれないほどの料理を皆でお持ち帰り。と
てもリフレッシュ出来た一日でした。私は、もう少し料理を頑張った方がいい
かナ。と、ちょっと思った日でもありました。皆さん、ごちそうさまでした♥

（記＝花川　環）

　　総会終了後に、中標津町
消防署の岩

いわさき

崎 猛
たけし

氏を講師にお
招きし、『緊急時における救命救急の方法』を学ぶ研修会が行
われました。救急車を呼ぶ時の電話応対や、簡単な怪我の応
急処置の方法、怪我人を発見して救急車を呼ぶまでの応急処
置や、AED（自動体外式除細動器）を使った応急処置の方法

等、DVDや 実 際
現場で使われる機
械を使用しながらの説明を受けま
した。岩崎氏の経験などもふまえ
た説明はわかりやすく、部員達も
今後に繋げられる良い研修会とな
りました。

3/20

第62回通常総会

研修会
～緊急時における救
命救急の方法

5/29 農協前花壇整備

6/3 茶話会
～一品持ち寄り

6/5 JA牛まつり　準備

6/6 JA牛まつり

6/10 ＪＡ中標津通常総会
傍聴体験

6/29 イベント用いちご
下処理

7/18 日帰り研修
～さくらんぼ狩り

7/24 JA夏祭り

8/6 加工部会合同
オープンガーデン視察

8/30 ぷちあるる祭り

9/5 伯爵まつり　準備

9/6 伯爵まつり

9/28 研修
～漢方・薬膳の勉強会

10/2 ソーセージチーズ
作り

10/24 小学生受入加工体験　
東小3-1

10/28 体幹チューニング

11/2 もち米、切り餅、豆類
の取りまとめ

11/7 小学生受入加工体験
東小3-2

11/14 小学生受入加工体験
丸小PTA親子

12/11 加工部会合同
料理教室

12/2 もち米、切り餅、
豆類の引き渡し

1/27 新年恒例会

2/17 役員慰労反省会

緊急時における
救命救急を学ぶ

茶話会

3
20

6
3

　

藤
井
部
長
を
含
む
女

性
部
員
８
人
で
協
力

し
、
農
協
事
務
所
周
辺

と
農
業
農
村
交
流
施
設

の
花
壇
整
備
を
行
い
ま

し
た
。
当
日
は
晴
天
で

気
温
も
高
く
、
み
ん
な

汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら

も
、
４
０
０
本
以
上
に

及
ぶ
花
の
苗
を
綺
麗
に

植
え
て
い
き
ま
し
た
。

今
年
は
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル

ド
、
ア
リ
ッ
サ
ム
、
サ

ル
ビ
ア
な
ど
色
と
り
ど
り
そ
ろ
え
、
寄
せ
植
え
の

鉢
に
は
め
ず
ら
し
い
色

の
キ
ラ
ラ
や
素
朴
な
ダ

ス
テ
ィ
ミ
ラ
ー
な
ど
を

植
え
ま
し
た
。
11
月
中

頃
ま
で
丈
夫
に
咲
き
誇

り
、
今
年
も
皆
さ
ん
の

目
を
楽
し
ま
せ
る
事
が

出
来
ま
し
た
。

農
協
前
花
壇
整
備
奉
仕
活
動

1年間の活動

中標津消防署
岩崎　猛 氏

5
29
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　網走の我妻ファームに
て女性部の日帰り研修旅
行が行われ、部員とその
家族19人が参加し、さく
らんぼ狩りを楽しみまし
た。当日は曇天でしたが、

気温が高く、今
年は18～20日が
収穫のピークと
言われていましたが、少し早かったよう
で、色づきはじめたサクランボが多く見
られました。その中でも、家族にお土産
用と自分のお腹に入れる分、60分という

制限時間を目一杯使って、忙しそうにさくらんぼを採る姿が見受けられました。
帰りのバスの中では「また来年も」との声が上がるほど有意義な時間となりま
した。

　

夏
祭
り
で
イ
チ
ゴ
ス
ム
ー
ジ
ー
を
販

売
す
る
た
め
に
、
女
性
部
役
員
を
中
心

と
し
た
９
名
が
集
ま
り
、
い
ち
ご
の
下

処
理
を
行

い
ま
し
た
。

今
年
も
乾

美
佐
子
さ

ん（
俵
橋
）

の
畑
に
お

邪
魔
し
、

13
㎏
を
収
穫
。
砂
糖
と
ヘ
タ
を
と
っ

た
イ
チ
ゴ
を
ま
ぶ
し
た
物
が
１
５
０

袋
出
来
上
が
り
、
急
速
冷
凍
。
夏
祭

り
に
向
け
て
の
準
備
は
万
全
で
す
!!

■遠藤美智子（俣落）
　今年のサクランボ狩りは、サクラの木に
いっぱいなっていて、子供達が取れる高さ
にもあり、いっぱい取っていました。
　私は食べる方がさきで、後ろの方でたく
さん取りました。家に帰ってから、一日お
いたサクランボは甘みが増していて、とて
もおいしかったです。

■山下　智代（開陽）
　去年と同じ、孫娘と参加。さくらんぼよ
り、虫取りに夢中になった去年よりは、が
んばって採っていたかな？それにしても暑
かった。さくらんぼは、今一つ甘みが足り
ないかな。それでも、家へのお土産は、箱
に2.5㎏はもぎました。楽しかったです。
担当の方に感謝。

　初めて、女性部として農協の通常総会を傍
聴しました。農協全体としての事業が説明さ
れ、その数字は桁違いで、実感できないもの
でしたが、理事会で話し合われ、地区別懇談
会で説明され、総会で承認されるという流れ
を見てとることができ、良い経験になりまし
た。

JA中標津通常総会傍聴体験

日帰り研修　さくらんぼ狩り体験

6
29

6
10

7
18

い
ち
ご
の
下
処
理
〜
夏
祭
り
に
向
け
て

いちごつみ

作業風景

採った
さくらんぼ

参加した女性部員の感想（一部抜粋）

休憩



　漢方薬を薬局などで気軽に買える時代になり、漢方に
対する知識を深めたいと言う声があり、女性部員９名が
参加のもと、標津町在住の松下和江氏を講師にお招きし
「漢方・薬膳」を学ぶ勉強会を行いました。
　奥が深い漢方のさわりの部分を２時間30分という短

い時間で、道具を使い
ながら講習していただ
きました。まずは、参加者の漢方に対する間違ったイメージの払拭から
始まり、実際に使っている生薬を参加者に見てもらいながら、いかに漢
方が身近であるかという事と、日常の料理も漢方になりうるという説明
をしました。食材にはいろいろな効果があり、プラスの部分とマイナス
の部分を見極め、その時の体調に合った食材を自分や家族の為にも選ん
で欲しいとのこと。昼食の時間には、五味五色の説明があり、なごやか
な雰囲気で終始お話は進められました。最後に講師から、「今日教えた事
は最低限覚えていただいて、漢方を知る一歩になってくれたら
と思います。」とお言葉をいただき勉強会は終了しました。勉
強会に参加した部員は、「勉強になった～。」「今日帰ったら黄
色の食材をとらなきゃ。」など満足そうに話していました。

（記＝一木　千恵美）

前
日
ま
で
の
猛
暑
を
よ
そ
に
当

日
の
朝
は
雨
が
降
り
、
出
発
す
る
頃
に
は
と

て
も
過
ご
し
や
す
い
気
温
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
は
、
食
品
加
工
部
会
と
合
同
の

「
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
視
察
」
で
す
。

　

標
津
町
役
場
が
推
進
し
て
い
る
、
こ
の

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
は
個
人
の
お
庭
を
公
開

し
て
下
さ
っ
て
い
る
皆
さ
ん
の
善
意
に
よ
る

も
の
で
す
。
大
勢
で
伺
う
の
も
少
し
緊
張

し
た
の
で
す
が
心
配

す
る
こ
と
な
く
、
参

加
者
の
皆
さ
ん
も
い

ろ
い
ろ
な
事
に
気
を

つ
け
な
が
ら
見
学
し
、

お
庭
主
さ
ん
と
も
和

気
あ
い
あ
い
、
話
を

し
な
が
ら
楽
し
く
過

ご
す
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
協
力
し
て
下

さ
っ
た
標
津
町
役
場

の
西
山
さ
ん
、
見
学

さ
せ
て
下
さ
っ
た

お
宅
の
方
々

に
感
謝
で
す
。

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し

た
。

（
記
＝
花
川　

環
）

10

8
6

9
28

1年間の活動

女性部勉強会
漢方・薬膳勉強会「キホンのキ」

２軒目伊藤悦子さんと集合写真

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
視
察
研
修
（
標
津
）

１軒目ハウスにもお花 ２軒目全景 ３軒目素敵な小屋４軒目農場看板が印象的

五味五色（ごみごしょく）
五味＝ 甘い、塩辛い、酸っぱい、

苦い、辛い
五色＝黒、青、赤、白、黄色
これを上手に組み合わせ摂取す
ることで、五臓を養い、身体の
機能を高めるとされています。

松下和江さんのプロフィール
◎山口大学農学部獣医学科卒　◎獣医師　◎薬膳アドバイザー
◎ネイチャーイラストレーター 
　北海道東部でヒグマの調査、傷ついた野生生物のケアに関わる。体調
を崩した際に、色々な医療機関に受診したが良くならず、独学で中医学
（中国漢方）を学び、自分で治療し活動ができるまで回復しました。独学
で学んできた漢方や薬膳とは何かを中医学の視点でお話をします。

生薬
（色分けは青が冷・緑が平・赤が温）

生薬
（右から水牛の角・牡蠣の左殻・

クサガメの腹甲羅）



で
し
た
。

　

実
は
こ
こ
一
ヶ
月
く
ら
い
前
か
ら
肩
こ

り
か
ら
く
る
頭
痛
が
ひ
ど
く
吐
き
気
も
あ

り
、
薬
を
頻
繁
に
飲
ん
で
い
ま
し
た
。
そ

の
こ
と
を
講
師
の
方
に
伝
え
る
と
、「
今

の
姿
勢
だ
っ
た
ら
肩
こ
り
す
る
の
は
当
た

り
前
だ
わ
ぁ
〜
。」
と
言
わ
れ
…
。「
き
っ

と
こ
れ
か
ら
や
る
こ
と
を
や
る
と
よ
く
な

る
よ
！
」
と
言
わ
れ
、
半
信
半
疑
で
や
っ

て
み
ま
し
た
。

　

ま
ず
仰
向
き
に
寝
て
、
腹
式
呼
吸
の
練

習
を
し
た
あ
と
、
腕
を
上
下
に
動
か
し
な

が
ら
手
首
を
「
キ
ラ
キ
ラ
星
」
の
手
の
動

き
に
し
た
り
、
腰
を
フ
リ
フ
リ
さ
せ
た
り

…
簡
単
な
動
き
を
５
〜
６
種
類
し
ま
し
た
。

　

施
術
後
、
最
初
と
同
じ
よ
う
に
立
っ
て

み
た
ら
、
み
ん
な
に
「
ま
っ
す
ぐ
に
な
っ

て
る
よ
ー
!!
」
と
言
わ
れ
、
冗
談
か
な
と

疑
っ
て
い
た
の
で
す
が
…
ビ
フ
ォ
ー
ア
フ

タ
ー
の
写
真
を
見
て
ビ
ッ
ク
リ
!!
真
っ
直

ぐ
に
な
っ

て
る
。
そ

の
日
か
ら

ほ
ぼ
毎
日

や
っ
て
い

ま
す
。
お

か
げ
様
で
、

ひ
ど
い
頭

痛
に
は
な

ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
信
じ
ら
れ

な
い
！
で
も
、
本
当
な
ん
で
す
。

　

み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
ぜ
ひ
お
試
し
あ
れ
。

個
人
的
に
か
な
り
オ
ス
ス
メ
で
す
。

（
記
＝
松
田
か
お
り
）

　

前
か
ら
気
に
な
っ
て
い
た
体
幹
（
？
）

で
は
な
く
て
「
体
幹
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
」。

い
っ
た
い
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
ん
だ
ろ

う
？
と
思
っ
て
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
施
術
前
の
体
の
状
態
を
体
の
ど

こ
に
緊
張
が
あ
る
の
か
、
普
通
に
目
を
閉

じ
て
立
っ
て
み
て
ふ
ら
つ
く
か
ど
う
か

チ
ェ
ッ
ク
。
次
に
２
人
１
組
に
な
り
、
相

手
が
立
っ
て
い
る
の
を
正
面
か
ら
見
て
、

肩
の
位
置
が
同
じ
高
さ
か
ど
う
か
や
、
横

を
向
い
た
状
態
で
耳
の
穴
か
ら
く
る
ぶ
し

に
一
直
線
状
の
線
を
引
い
た
時
に
ま
っ
す

ぐ
か
ど
う

か
を
見
ま

し
た
。

　

施
術
前

の
自
分
は

目
を
閉
じ

て
立
っ
た

時
に
重
心

が
安
定
せ

ず
フ
ラ
フ

ラ
し
、
横

か
ら
見
た

ら
顔
の
位

置
が
前
に

出
て
い
る

（
猫
背
）

　私は今回、ソーセージ作りは２回目、チーズ作
りは初めてでした。他の参加者方は経験者ばか
りでしたので、安心して作らせていただ
きました。大きな肉の塊を切るところ
から、味付けた肉を羊の腸に詰め…
腸詰めは腸３本分も詰めさせてい
ただきました。肉の量が多ければ
破け、少なければしなしな…ドキ
ドキしましたがやってみないと分か
らない面白さがありました。チーズ
作りの下準備は藤井さんと花川さんが
行ってくれていたので、私はチーズの成型か
ら。同じチーズの素からストリングチーズとモッ
ツァレラチーズを作らせていただきました。スト
リングチーズは子供達がよく食べると聞き、うち
の子はどうかな～と。味がなじむまで２日ほどと
聞きましたが、怖いもの見たさでその日からみん
なで「しょっぱ～い」と試食（笑）やはり２日ほ
どで丁度よい味に。こんなことができるのも手作
りならではで楽しかったです。当初は学校、保育
所が暴風の影響で臨時休校になってしまい、子供
たちを連れて行っても良いものか、参加を取りや
めようか迷いましたが、託児の方が子どもたちを

11

10
2 ソーセージ・チーズ加工体験

作業風景

見てくれたので、チーズ作りを見学でき
るいい機会になったのではないかと思い
ます。とても楽しかったので、ぜひより
多くの人に体験していただきたいな～と

思いました。　　　　　　　　（記＝新井　裕美）

　ソーセージ作りは、肉をこまかく切り、それを
ミンチにしてもらい、チョウ詰めする加減が難し
く、力が強ければ肉が入りすぎ破裂したりする。
ウィンナーにするにも、大きさもまちまち、手慣
れた人は、スッスッと同じ大きさに仕上げていく、
チーズはあるていどの工程が出来ていて、ストリ
ングチーズにするのに熱い温湯の中から出してこ
ねて伸していく、これもまた均一に。
　同じ太さになかなかならず、私は「なんで不器
用なんだろう。」と思いました。でも、みんなと
楽しく１日を過ごせて良かったです。

（記＝名越　静枝）

腸詰め作業

体
幹
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ

10
28

（施術後） （施術前）

講師の
松野美哉子さん

ビフォーアフター
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女
性
部
役
員
慰
労
会
を

ト
ー
ヨ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
白
樺
に

て
、
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
の

会
食
を
し
ま
し
た
。

　

全
員
参
加
で
楽
し
く
お

喋
り
を
し
な
が
ら
、
和
・

洋
・
中
豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
、

ケ
ー
キ
な
ど
の
デ
ザ
ー
ト

も
充
実
し
て
い
て
、
お
腹

い
っ
ぱ
い
、
別
腹
い
っ
ぱ
い

で
大
満
足
。
途
中
で
出
さ
れ

る
メ
ニ
ュ
ー
が
一
部
変
更

さ
れ
ま
し
た
が
、
お
腹
い
っ
ぱ
い
で
食
べ
ら
れ
ず
…
。
充
実

し
た
慰
労
会
と
な
り
ま
し
た
。
役
員
の
み
な
さ
ま
、
大
変
お

疲
れ
様
で
し
た
。

（
記
＝
藤
田　

登
美
子
）

10月
~11月

2
17

小学生受入加工体験
　天候の落ち着いている10～11月に東小学校と丸山小学校の３つの団体の受入を行いました。30

人以上の生徒を受け入れた日や、講師も対応人数が少ない日もあったりと大変でしたが、ピザやパンをみ
んなで作り、待ち時間には、なかしべつ珈琲のアイスクリームを食べ、無事終了することが出来ました。
食育・地産地消の活動として私達女性部の役割を果たせたのなら、嬉しく思います。　　　（記＝藤井直雄美）

役
員
慰
労
会

東小
3-1

東小
3-2

丸小 PTA親子
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12
11
加
工
部
会
・
女
性
部
合
同

料
理
教
室

作り方
1 長芋、人参、ごぼうは皮をむいて、玉ねぎを刻みます。
　長芋・ホタテは一口大に、人参・ゴボウはささがきにする。
　シメジは石づきを取って小房に分ける。
 2 鍋に鶏ガラスープの素を入れて沸かす。このとき、大豆を
入れて煮る。

3切った野菜を入れて火が通るまで中火で煮込む。
4塩こしょうで調味したら完成。

作り方
1 枝豆は一度茹で、豆を全て取り出す。
 2玉ねぎ・人参は皮をむき、細切りにする。
3 天ぷら粉を分量外の水でさっくり混ぜ、水気を取った1
＋2を入れる。

4 180℃に温めた油に、お好みの量の3を静かに入れ、カ
ラっとなるまで揚げたら完成。

材　料（４人分）
■大豆（蒸した物） ....100ｇ
■長芋（中） ........... 1/5本
■人参 ................... 1/3本
■ゴボウ ................. 1/4本
■シメジ .......................１株
■玉ねぎ ................ 1/4玉
■鶏ガラスープの素 .. 大さじ２
■塩こしょう ...............適量

材　料（４人分）
■枝豆（冷凍品） ......200ｇ
■玉ねぎ ................ 1/4個
■人参 ................... 1/4本
■天ぷら粉 ................適量

■油 ..........................適量

　

若
い
人
に
は
、
こ
し
あ
ん
の
作
り
方

は
見
る
の
も
初
め
て
の
人
達
が
多
か
っ

た
様
で
、
今
は
あ
ん
こ
も
自
分
で
作
ら

な
い
で
手
に
入
る
時
代
で
す
が
、
作
り

方
を
覚
え
て
お
く
と
い
つ
か
役
に
立
つ

事
が
き
っ
と
有
る
で
し
ょ
う
。

　

自
分
で
作
っ
た
も
の
は
、
砂
糖
も
塩

も
加
減
が
で
き
る
し
、
手
作
り
の
醍
醐

味
が
あ
る
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

若
い
人
達
の
熱
心
に
学
ぶ
姿
に
、

「
昔
の
食
文
化
」
を
１
年
に
１
度
く
ら

い
は
勉
強
し

て
も
い
い
か

な
と
感
じ
ま

し
た
。
大
西

さ
ん
金
子
さ

ん
ご
苦
労
様

で
し
た
。

（
記
＝
山
下
智
代
）

　

大
西
ふ
み
江
さ
ん
の
提
案
に
よ
り
、

「
農
家
で
も
こ
の
頃
は
豆
の
料
理
を
し
な

い
の
で
は
」
と
言
う
事
で
、
大
西
さ
ん
と

金
子
さ
ん
を
講
師
に
お
願
い
し
て
、「
蒸

し
大
豆
」「
大
豆
を
使
っ
た
ス
ー
プ
」「
大

豆
の
か
き
あ
げ
」。
小
豆
を
煮
て
こ
し
あ

ん
の
作
り
方
を
習
い
、
お
は
ぎ
を
作
り
、

小
豆
か
ら
作
る
簡
単
だ
け
ど
本
式
の
赤
飯

の
作
り
方
を
学
習
し
ま
し
た
。

ホタテと大豆のスープ

枝豆入りかき揚げ

講師
金子ひろみさん

講師
大西ふみ江さん
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　やや強め
の風が吹く
秋晴れの中、
今年もじゃ
がいも伯爵
まつりに出

店いたしました。今年は昨年同様「コロコロいも
だんご」と「焼きもち」の２種類を販売。売れ行
きも順調で、先に焼きもちが予定数量を完売、販
売終了時刻前にコロコロいもだんごも完売となり
ました。お客様の中には「美味しかったからもう
１個買います！」とリピートしてくれた方もいま
した。前日準備も合わせてお手伝いいただいた15
名の部員に感謝いたします。お疲れ様でした。

　昨年度から
出店協力して
いる、「ぷち
あるる祭り」
に前日準備も
含め部員６名
が協力し、参
加させていた
だきました。

この日は各地でイベントが重なっていて、お客様
が午前中に集中。今年は手作りのあんパン・メロ
ンパン・ソーセージパン・バターロールを全部で
165袋（１袋100円）販売したのですが、開店１時
間後には完売という結果となりました。

　ＪＡ前の駐
車場にて、Ｊ
Ａ夏まつりが
開催され、女
性部は「ミル
クもち」と「イ
チゴスムー
ジー」を販売
しました。前回の反省をふまえた上で、商品の提
供を「お客様を待たせないように」作戦を練って
挑み、開始時刻から休む間もなくミキサーフル稼
働！したのですが、今年
もお客様を待たせてし
まう結果に。ミルク
もち194杯、スムー
ジー296杯を販売す
ることが出来まし
た。また来年度も
待たせないよう、作
戦を練ろうと思います。

地産地消
活動

　ホクレン根室地区家畜市場
にてJAなかしべつ牛まつりが
開催されました。天候は晴れ、

少し肌寒い気温。前日準備も含め16名の方にご協
力いただき、女性部で「ミルクもち」と「ホット
ココア（マシュマロのせ）」のほか、農協からの要
望で今年新たに「メロンパン」を作り、販売しま
した。売れ行きも好調で、予定していた数量を完
売する事ができま
した。会場にお越
しいただいたお客
様を楽しませるこ

とが出来たの
なら嬉しく思
います。

6
6

7
24

8
30

9
6

2015JAなかしべつ牛まつりJA夏まつり

ぷちあるる祭りじゃがいも伯爵まつり

今年の新商品
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た
。
ほ
か
に
も
多
数
の
方
か
ら
出
店
い

た
だ
き
、
マ
イ
バ
ッ
グ
片
手
に
、
じ
っ

く
り
と
品
定
め
を
し
な
が
ら
、
大
量
に

買
っ
て
い
く
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ひ
と
つ
ぼ
シ
ョ
ッ
プ
終
了
後
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大

会
を
先
に
行
い
ま
し
た
。

　

景
品
は
一
番
に
抜
け
た
人
か
ら
日
用

品
を
中
心
と
し
た
、
主
婦
に
は
嬉
し
い

豪
華
な
景
品
が
も
ら
え
る
と
あ
っ
て
、

数
字
を
聞
き
漏
ら
さ
な
い
よ
う
、
み
な

表
情
が
必
死
で
し
た
。
次
に
行
わ
れ
た

ゲ
ー
ム
は
、
某
放
送
局
で
特
集
さ
れ
て

い
た
「
脳
ト
レ
」
番
組
か
ら
引
用
し
た

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
。
４
人
１
チ
ー
ム
で
３

×
３
の
マ
ス
が
書
い
て
あ
る
紙
に
、
動

物
の
名
前
を
書
き
入
れ
、
司
会
者
が
発

表
さ
れ
た
動
物
を
消
し
て
い
き
、
縦
・

横
・
斜
め
、
い
ず
れ
か
一
列
消
え
た
ら

ビ
ン
ゴ
！
司
会
者
が
発
表
す
る
動
物
に

ひとつぼショップ

　

新
年
を
迎
え
て
初
め
て
の
イ
ベ
ン

ト
、
新
年
恒
例
会
が
１
月
27
日
に
Ｊ

Ａ
中
標
津
大
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
開
会
の
挨
拶
を
藤
井
直
雄
美
部

長
が
行
い
、
来
賓
を
代
表
し
て
、
髙

橋
組
合
長
か
ら
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
平
林

支
所
長
か
ら
、
ご
挨
拶
と
「
牛
乳
で

乾
杯
」
の
ご
発
声
を
頂
き
、
新
年
恒

例
会
が
ス
タ
ー
ト
。

　

今
年
も
、
豪
華
な
お
弁
当
と
提
供

頂
い
た
お
総
菜
、
果
物
な
ど
が
机
に

並
び
、
机
の
上
は
盛
り
だ
く
さ
ん
。

　

午
後
か
ら
行
わ
れ
た
、
ひ
と
つ
ぼ

シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
今
年
初
め
て
の
試

み
で
役
員
か
ら
の
出
店
が
あ
り
ま
し

新
年
恒
例
会

一
喜
一
憂
。
最
後
は
、
瀧
ヶ
平

慶
子
さ
ん
の
チ
ー
ム
と
飯
島
洋

子
さ
ん
の
チ
ー
ム
が
同
時
に
あ

が
り
、
ゲ
ー
ム
は
終
了
と
な
り

ま
し
た
。

　

最
後
に
、
藤
田
登
美
子
副
部

長
が
閉
会
の
挨
拶
を

し
、
お
腹
も
い
っ
ぱ

い
、
荷
物
も
い
っ
ぱ

い
で
、
満
面
の
笑
顔

で
帰
宅
さ
れ
る
部
員

さ
ん
の
姿
が
み
ら
れ

ま
し
た
。

　

会食風景

ビンゴ１位
弾正原真由美さん

組合長賞今年のみ参事賞

展示コーナー

ジャンケン大会

活け花
（井上順子さん作）



　

フ
レ
ミ
ズ
の
会
長
を
務
め
て
、
約
一
年
が
経
ち
ま

し
た
。

　

会
長
を
務
め
る
前
は
、
子
供
の
行
事
な
ど
参
加
出

来
な
い
活
動
も
あ
っ
た
の
で
、
私
が
会
長
な
ん
て
出

来
る
だ
ろ
う
か
…
と
不
安
で
し
た
が
、
こ
こ
数
年
会

長
の
負
担
を
少
な
く
し
て
い
く
為
に
、
部
員
み
ん
な

で
協
力
し
合
い
、
活
動
を
担
当
し
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
私
も
参
加
出
来
な
い
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
し

た
が
、
部
員
の
皆
さ
ん
の
支
え
の
お
か
げ
で
務
め
る

事
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。
役
職
に
つ
き
、
沢
山
の

出
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。

　平成25年度にもフレミズの行事でお世
話になっている、田村美紀さん（町内在住・ナ
リス化粧品）を再度講師にお招きし、フェイス
マッサージを教えていただきました。化粧

を落としてすっぴんになっ
た受講者は、講師が持参し
たフェイスマッサージのク
リームを顔に塗り、セルフ
マッサージの注意点を教え

てもらいながら、ゆっくりと慎重にマッサージを行っていまし
た。ひととおりマッサージを学んだあとは、机の上に色とりどり
の化粧品が並べられ、各々
が自由にメイクを行って
いました。所々、講師にど
のようにメイクしたらいい
か、また講師自ら半分メイ
クして、残りを自分で真似
たりなど、参加者それぞれ
が女子力に磨きをかける癒
やしの時間となりました。

　久しぶりのヨガ、とても楽しみにしてました。
　日々、落ち着かないバタバタした日常を送っ
ている私には、何も考えずゆっくり時間を
とって、自分と向き合い体を動かすことがと
ても気持ちいいです。
　ゆったりとポーズをすると、体のすみずみ
まで伸ばされスッキリとし、気持ちが落ち着
く感じがします。
　いろいろなポーズに挑戦することもとても楽しみ
です。精神的なリラックスにも効果的だと思います。もっと定期的に
できればいいな～っていつも思ってます。 （記＝松田かおり）

 　レストラン・ラ・キンコの本店で、フ
レッシュミズの部員６名がランチ交流会を
行いました。小上がりのある部屋を予約し
ており、この日来ていた子供達は嬉しそう
に歩き回っていました。子育ての「あるあ
る」や、自分の近況など楽しそうに笑って
話しあう姿が印象的でした。今後も活発に
活動していくために、おいしいご馳走を食
べながらおしゃべりして、日頃の疲れを癒
やすいい気分転換の時間となりました。

ランチ交流会

ヨガ体験教室

自宅でもできる♪
フェイスマッサージ講座

５月15日

８月25日

６月９日
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フレッシュ
ミズ

講師の
田村さん

平成27年度フレッシュミズ
会長　遠藤　麻由さん

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
の

　
　
　
　
会
長
を
務
め
て

４/30 春の集い

５/15 ランチ交流会 ～ラ・キンコ～

６/９
メイク講座
～自宅でもできる
フェイスマッサージ～

８/25 ヨガ体験教室

11/５ パン作り交流会

11/26
Ｋｕｕ料理教室
～夏野菜を使った、
時短料理教室～

12/10 エコクラフト作り体験

２/10 冬の集い

講師の中川千春さん



　今回で３回目となる今村智恵子さん（Ｋｕｕ）の料理教室
に、７人の部員が参加しました。テーマは家庭菜園で採れる
野菜を使ったアレンジレシピ。ミニトマト、きゅうり、なす、
かぼちゃが家庭で多く採れるとの事で、ミニトマトをミート
ソースに。そのミートソースでなすを使ったアレンジ料理、どこの家庭にもある（笑）牛乳を使ったホワイトソー
ス作りと、それを使ったリゾットコロッケ。かぼちゃのプリン、きゅうりの漬け物、そして野菜ではないので
すが、忙しいお母さんの為に、メイン料理になる煮豚の時短レシピも教えて頂き、合計７品を作りました。み

んなのお昼ご飯とは別に、持ち帰りよ
うにも分けたので、我が家はその日の
夕食に頂きました。もちろん大人も大
満足。子供達にも好評で、「おいしい、
おいしい！」と食べる姿を見てとても
嬉しい気持ちになりました。

（記＝福島　いづみ）

 　大人７名＋子供３名参加のもと、パン４種類とマフィン３種類を作
りました。初めてのパン作りをする人もいて、楽しく会話しながらパ
ン生地と格闘していたようです。
　パンの発酵を待つ時間を使って、マフィンも作りました。混ぜて

焼くだけの簡単
レシピでしたが、
フワフワで美味
しく、パンとと
もに家族にも大
好評だったよう
です。
（記＝松本　麻美）

　

　フレミズメン
バー５名が集ま
り、エコクラフト
作り教室を行いま
した。講師は『企業組合くれぱす』にお願いをし、中く
らいの物入れを作りました。当日は時間の都合上、カゴ

の底部分が出来
上がった状態から
作り始め、手間取
る事無く、時間内
に完成させること
ができました。

　フレッシュ
ミズ今年最後
の活動、冬の
集いランチ交
流会を東龍
門にて行い、
部員５人が参
加しました。
今年度の話、

来年度に向けての話し合いや子供の話など、限られ
た時間の中でしたが、皆で楽しく交流できたのでは
ないかと思います。 （記＝遠藤　麻由）

エコクラフト作り教室冬の集い

パン作り交流会

Kuu料理教室
　～夏野菜を使った、時短料理教室
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11月５日

11月26日

12月10日２月10日

講師の
今村先生

完成品 食事風景



支部活動 この1年を通して

　20歳そこそこで女性部に
入部して、十数年の時が経
ち、今年度初めて支部理事を

務めさせていただきました。
　かつては20名近くいた部員も今は12名で、今年度の支部の
活動は例会と、女性部全体で作ったパッチワークのみ。当幌は
「牛乳」を担当し、前例の無い試みに多少不安を感じつつ進め
ていきました。途中、心と身体が追いつかず思わぬ体調不良で
皆さんにご心配をおかけしたりしましたが、呼びかけると皆さ
ん忙しい中集まってくれて、その
度に笑顔と言葉を交わしながら作
業でき、元気をもらい、やる気や
自信が出たりと、いつの間にか良
い方向に自分が成長できたように
感じます。
　新しい経験を通じて、大変な中
にも楽しさを見つける事ができる
ようになりました。支部理事の一
年、とても充実した時間を過ごせ
ました。私はやっぱり当幌が大好
きです。一年間たくさんのご協力、
ありがとうございました。

　中標津地区は３人と少人数
な為、２年間続けて副部長と
兼務させていただきました。
特に３人で集まって何かをする事はないのですが、地域の集ま
りはあるので顔は合わせます。平成27年に一番話題にあがっ
たのは「猫」です。我が家の母ネコは４月に５匹産んだのに８
月にも９匹産んでいます。長縄さんの家でも４月と９月に産ん
でいるので、顔を合わせれば、「猫」の話題で長話が盛り上が
ります（笑）。こんな真冬でも見ず知らずの雄猫がやってきて
タネをつけて去っていきます。うちの母猫は子育て上手で、た
だ見守って危険な時だけ呼び戻し、自分は後からエサを食べ
ます。…見習う事だらけで尊敬します。子供たちも牛舎に来
ては猫たちと遊ぶので賑やかになり搾乳中も明るい牛舎です。
今年は何回産むのかナ？お母さんネコ頑張れ。長生きしてね。
2016年もまだまだ続きそうな、猫談義です。

　俵橋部員も７人になりました。毎
年桜もち作りや、学校へのぞうき
ん作りなどを続けたいと思っていま
す。女性部活動のキルトタペストリー
作りに参加しました。これからも活
動参加で、学ぶことをして行きたい
と思います。
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　部員も増えず、相変わらずの井上
さんと２名での活動で、一年が終わ
りました。女性部の事業に参加する
だけで精一杯の状態です。
　ということで、今年は部員の写真
ではありません。見慣れたオバサ
ン・おばあさん（笑）より、年末か
ら庭に来ているエゾリスの写真を載
せます。「食いしん坊リスのリンゴ
まるかじり」

支部活動 この1年を通して

支部理事

山下　智代

開陽支部

支部活動この1年を通して
支部理事
大西ふみ江

俵橋支部

支部活動 この1年を通して

支部理事

奥田　美晴

当幌支部

支部活動この1年を通して

支部理事
花川　　環

協和支部

長縄さん家
のネコと牛

花川さん家のネコ
長縄さん家の
ネコ

二見さん家のネコ
（かいと）



支部活動 この1年を通して
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　今年度の支部活
動は９月と10月
の２回集まりまし
た。９月はタペストリー制作をしました。とても
頼りになるお姉様ぞろいの支部なので、私の説明
なんぞなくても、ちゃちゃっと布を切って縫って
くれました。さすがです。10月は空きビンピン
クッションを作りました。みんなで楽しく作れて
良かったです。２回も集まったのに活動の写真を
撮るのを忘れてしまいました。ごめんなさい。一
年間ありがとうございました。

　俣落支部の活動
は、茶話会に始まり、
反省会で締めます。

子連れでは中々外食にも行きづらいので、この活
動でランチを食べるのが密かな楽しみです。
　毎年恒例のひとつぼショップ。今年は藤田さん
の提案でハンガーと毛糸で作る“ハンガーモッ
プ”を作成しました。支部の皆さんのご協力によ
り沢山のモップができました。新年恒例会では組
合長にも購入していただきました。ぜひ組合長室
で使ってもらえればうれしいです。昨年はフレッ
シュミズの活動のみ参加していましたが、支部理
事として役員会
への出席、活動
への参加、女性
部の運営は大変
なんだなぁと学
びました。いつ
も子供連れで騒
がしかったと思
いますが、一年
間ありがとうご
ざいました。　
（記＝新井　裕美）

平成27年度 JA中標津女性部名簿
(2016.3.1付け）

支部名 部　員　名 所　属
当　　幌 1 松　田　かおり フレミズ

2 安　田　美　季 中堅
3 長正路　恵　美 中堅
4 鈴　木　由佳子 中堅
5 奥　田　美　晴 中堅
6 村　上　美　幸 中堅
7 酒　井　和　美 中堅
8 飯　島　洋　子 中堅
9 竹　村　靖　子 中堅
10 吉　田　とみ子 中堅
11 飯　島　三　子 中堅
12 長正路　八世栄 中堅

協　　和 1 二　見　万里子 フレミズ
2 長　縄　さおり 中堅
3 花　川　　　環 中堅

俵　　橋 1 高　嶋　裕　美 フレミズ
2 福　嶋　いづみ フレミズ
3 日　下　恵　美 フレミズ
4 山　下　文　恵 中堅
5 名　越　静　枝 中堅
6 金　子　ひろみ 中堅
7 大　西　ふみ江 中堅

開　　陽 1 井　上　順　子 中堅
2 山　下　智　代 中堅

俣　　落 1 遠　藤　麻　由 フレミズ
2 新　井　裕　美 フレミズ
3 保　科　友　理 フレミズ
4 河　西　真　純 フレミズ
5 遠　藤　照　子 中堅
6 相　沢　教　子 中堅
7 小　出　公　子 中堅
8 藤　田　登美子 中堅
9 遠　藤　美智子 中堅
10 伊　藤　節　子 中堅
11 加　藤　順　子 中堅
12 安　江　昌　子 中堅
13 鷲　見　禎　子 中堅
14 山　崎　千鶴子 中堅

第２俣落 1 松　本　麻　美 フレミズ
2 瀧ケ平　慶　子 フレミズ
3 佐　藤　広　美 中堅
4 浅　井　知　美 中堅
5 松　本　宮　子 中堅
6 杉　本　保　子 中堅
7 藤　井　直雄美 中堅
8 片　岡　なみ子 中堅
9 弾正原　眞由美 中堅

支部活動この1年を通して
支部理事
松本　麻美

第２俣落支部

支部活動 この1年を通して

支部理事

新井裕美・
藤田登美子

俣落支部
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　春先の雪どけに時間はかかったものの、天気と人に恵まれ、無
事二年目を終えることができそうです。
　地区女性協の研修先で、見せて頂いたタペストリーを女性部でも作りたいと話した所、
さっそく生活文化班が始動して、８月より支部で、10月にはクレエで全体の作業があり、
完成させて11月の家の光大会に持って行くことができました。一人ではできなくても、
みんなでやればできた。その証のタペストリーです。
　行事に追われ、ゆっくり交流することもできず、本来の女性部の役割とは何かを伝え
きれぬままで任期を終えてしまいます。色々とご協力いただいた皆様に感謝申し上げま
す。

　１年目は何も分からずまごまごして、２年目には「昨年より少しで
も良いものを」と、毎年進化し続けている女性部です。
　今まで継続してきた事を続け、引き継がれる事を伝統と言います。ステキなことです。
逆に思い切って断ち切る事は進化だと思っています。考えようですが（笑）。後戻りして
いる事などひとつもないですよね。これからも次々と状況は移り変わってゆくので、一歩
ずつでも進んでいけたら嬉しいです。藤井部長をはじめ、役員の皆さんには大変お世話に
なりました。また各行事に参加して下さった部員の方々、ありがとうございました。

　今年で２年目になり、少し流れ
もつかんで来られました。監事と
して事業の内容を理解して、どの
ように対応していかなければいけ
ないのか？勉強することはいっぱ
いありました。

　自分にとって、とても貴重な経験をさせてもらいました。

　二年間、女性部員の皆さんに支えられ、無事終えることが出来ました。ありがとうござ
いました。今、年を重ねるごとに、大切な事は友達を多く作ることだそうです。人と集い、
おしゃべり、そして大いに笑うことが認知症予防になるとの事です。女性部活動を通して、
すこしでもそんな思いで活動していければと思っています。

　前年度の支部理事から続いて、監
事として２年間役員会等、女性部活
動に参加できた事は、私にとってと
ても実りのある３年間でした。部員
が減少していく中でも、部員みなさ
んのご協力があったからだと思いま
す。パッチワークの制作では、みんなで頭をつき合わせ、おしゃ
べりしながらチクチク…とても楽しかったですね。
　２年間お世話になりました。役員のみなさんお疲れ様でした。

　支部理事から
役員とで３年間、
役員の皆様、女
性部員の皆様、
そして家族の協
力と支えがあっ
て無事お役目を

務めることができ、感謝、感謝です。
　色々な行事に、企画・手伝いというより
「“参加”することに意義があり」というパ
ターンで、出来る範囲で顔を出していた位
ですが、楽しかったです。
　家での仕事も、女性部でのお役目でも半
人前で、足手まといになりつつも交流を経
て得たことも多くて、今後に役立てていけ
たらいいなと思っています。
　タペストリーも一針一針地道に…で大き
くて立派な作品に!!感動でした。
　一人では微力ですが、皆で助け合うって
すごいことですね。女性部バンザーイ!! ２
年間ありがとうございました。

監　事　山下　文恵

監　事　長正路恵美

監　事　遠藤美智子

副部長　藤田登美子

副部長　花川　　環

部　長　藤井直雄美


